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諮問事項「市民活動団体の力をまちづくりに生かす」改善案（市立小中学校） 

No 資 2-1 アンケート結果の分析 改善案 

１ 全体 ・ほぼ全ての市立小中学校が市民活動団体からの協力を希望して

いることと、各校の個別の事情が把握できた。 

・本アンケート結果をＵＭＥＣＯと共有し、基礎データとして 

今後のマッチングに活用する。 

２ Ｑ１ 

 

 

Ｑ２ 

 

Ｑ３ 

 

 

 

Ｑ６ 

 

 

Ｑ８ 

・回答した小学校の半数以上において、市民活動団体または地域

外の個人ボランティアの協力を受けた一方、中学校では協力を

受けているところはなかった。 

・実績としては、小学校における総合学習や校外学習等の「授業」

に係る協力が半数以上を占めている。 

・ほぼ全ての学校が、今後は何らかの事業で市民活動団体から協

力を受けたいとしており、今後の希望では、「授業」のほか「ク

ラブ・部活動」や「ＰＴＡの成人学級」という回答が多くなって

いる。 

・学校等と市民活動団体の連携を促進するためには、「団体に関す

る詳しい情報を学校に提供する」ことが必要、とする回答が全体

の４割弱を占めていた。 

・市民活動登録団体名簿が学校に配布されたら、「活用される可能

性がある」と回答した学校が全体の９割以上を占めている。 

・学校が協力を希望する事業を整理し、Ｈｅｌｌｏ！ＵＭＥＣＯ

の索引を学校から見ても使いやすく表記する。 

例）「講師派遣・学校活動（授業）」 

「スポーツ・ウォーキング・学校活動（クラブ活動）」等 

・今年度については、ホームページ上に掲載する際に追加し、学

校に周知する。 

３ Ｑ５ ・学校側で負担可能な費用について、「ない（無償）」としている回

答が多い。（32校中 12校） 

・協力が無償となる可能性があることを明記して市民活動団体

を募る。 

・学校へは、なるべく実費を負担してもらえるよう働きかける。 

・本事業へのスポンサーを募り、一定の基準を設けて拠出するこ

とを検討する。 

 

４ Ｑ７ ・ＵＭＥＣＯがコーディネート事業を行っていることを「知らな

かった」と回答した学校が、６割以上を占めている。なお、これ

まで学校へは、夏休みボランティア体験学習を中心にＵＭＥＣ

Ｏ事業をＰＲしてきた。 

 

・夏休みボランティア体験学習とともに、本事業のＰＲを行う。

（Ｈｅｌｌｏ！ＵＭＥＣＯの冊子を活用する。） 
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No 資 2-1 アンケート結果の分析 改善案 

５ Ｑ９ ・市民活動登録団体名簿に載っていると活用されやすい内容とし

ては、回答数が多い順に 

「手続きの流れ」「わかりやすい分類」 

「協力できる内容が具体的に書かれた団体概要」 

「費用」「対象地区」「団体の実績」等となっている。 

 

・Ｈｅｌｌｏ！ＵＭＥＣＯの内容には、左記の項目を優先的に記

載する。 

・Ｈｅｌｌｏ！ＵＭＥＣＯの冊子にアンケート用紙を添付する

など、継続的に学校側の意見をリサーチする。 

６ Ｑ10 

 

 

 

Ｑ６ 

・ＵＭＥＣＯの相談体制については、「電話で気軽に相談できる」

「メールで気軽に相談できる」ようにすれば、学校等と団体の連

携を促進できる、とする回答が多い。 

【再掲】 

・学校等と市民活動団体の連携を促進するためには、「団体に関す

る詳しい情報を学校に提供する」ことが必要、とする回答が全体

の４割弱を占めていた。 

 

・学校側が適切な時期に依頼を検討できるよう、学校のメールア

ドレスに、定期的に本事業に関する情報を送信する。 

・メール作成にあたっては、その時々のイベントを考慮した「お

すすめの分野」等を記載する。 

 


